
地域の概況

沿革の概要

昭和２７年　１月　松尾村立松尾中学校創立　在籍475名 平成　６年　８月　運動場フェンス改修

昭和２７年１０月　松尾中学校落成式　10学級 平成　６年１０月　裏庭造成工事完了

昭和３０年１０月　文部省指定学校公開「産業教育研究」 平成　６年１１月　文部省・村教委指定学校公開研究会

昭和３７年　１月　開校10周年記念式典 平成１３年１１月　コンピュータ室コンピュータ校内ＬＡＮ整備

昭和４４年　９月　自然愛護少年団を結成 平成１４年１０月　学校創立50周年記念式典・祝賀会

昭和４５年　８月　ＰＴＡが文部大臣賞受賞 平成１６年１０月　文部科学省指定「学力向上ﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ」研究発表

昭和４６年１０月　開校20周年記念式典 平成１７年　８月   校舎外壁木造部及び飛翔館屋根塗装

昭和４８年　６月　交通安全少年団結成 平成１７年　９月   町村合併により八幡平市立松尾中学校と改称

昭和４９年　４月　屋敷台中学校と統合　校旗・校章を新たに制定 平成１９年　３月　新体育館完成・祝賀会

昭和５０年　８月 映画「同胞」ロケ　体育館ステージ緞帳寄贈 平成２０年　１月　岩手県中学校総合体育大会スキー男子総合5連覇

昭和５１年１１月 緑の少年隊活動発表により農林大臣賞受賞 平成２０年１１月　わたしの主張　全国大会出場

昭和５２年　８月　道路の美化清掃により建設大臣賞受賞 平成２１年　８月　校舎屋根塗装

昭和５７年　１月　創立30周年記念式典　校誌「30周年誌」発刊 平成２２年　９月　市教委指定学校公開研究会

昭和５７年　６月　自然愛護少年団が環境庁長官表彰 平成２４年　２月　全国中学生スキー大会　ジャンプ・複合優勝

昭和６２年　４月　特殊学級開設 平成２５年１１月　市教委指定小中連携実践発表会

昭和６２年　７月　校舎改築工事着工 平成２６年　７月　映画「同胞」40周年記念事業

昭和６３年　４月　校舎入舎式 平成２６年　９月　岩手地区中学校新人大会野球部初優勝

平成　２年　２月　学校環境衛生最優秀校受賞 平成２７年　１月　岩手県中学校総合体育大会スキー男子総合優勝

平成　２年　２月　県教育長より「さわやか賞」受賞 平成２８年　２月　屋内運動場吊天井改修工事完了

平成　２年　３月　クラブハウス「飛翔館」開館式 平成２９年　２月　東北中学校スキー大会　ジャンプ・複合優勝

平成　２年１１月　音楽使節団として生徒2名オーストリア訪問 平成２９年１０月　県教委指定学校公開研究会

平成　４年１０月　創立40周年記念式典 平成３０年　８月　自然愛護少年団５０周年記念感謝状授与

平成　５年　８月　校舎外壁木造部塗装 令和　２年　２月 校舎内エアコン設置工事完了

平成　５年１０月　体育用具置き場・倉庫完成 令和　２年　２月 校舎屋根補修

平成　６年　３月　校歌の歌詞見直し 令和　４年　１月 創立７０周年

学校教育目標・望ましい生徒像・基層的経営方針

学校教育目標

 基層的経営方針   生徒の成長と人格の形成に寄与し、幸福の増進と地域を担う次世代の育成への寄与を目指す。

　八幡平市松尾地区は、南に秀峰岩手山を高く仰ぎ、西は八幡平国立公園茶臼岳に続いて、北へ西森、前森のなだらかな稜線に
囲まれた場所である。山懐は深く、裏岩手の諸連峰そして八幡平頂上では西は秋田県と接し、北は竜ヶ森の尾根で安代地区と接
している。面積はおよそ２３４ｋｍ２、人口約５４００人、世帯数２５００戸、農業と観光業を中心産業とし、国道２８２号
線、ＪＲ花輪線の整備、利便化により、盛岡広域圏のベッドタウンの一角をなしている。
　地区の周辺部、奥羽山系の山々の裾野にあたる高原地帯には、酪農中心の地域がいくつかある。これらの地域を含め、西から
北へ柏台・寄木・野駄・松尾と大きく４つの地域に分けることができる。柏台は松尾鉱山を背景に発達した地域で、八幡平国立
公園の入口にあたり、温泉、スキー場、県民の森などレクレーション施設を抱えている。寄木、野駄、松尾は、古くから畑作、
水田を基に発達した地域である。昭和４９年、松尾中学校と屋敷台中学校との統合により、当時の松尾村唯一の中学校としてこ
れらの４地区全体が学区となった。
　平成１７年、松尾村、西根町、安代町の合併により八幡平市が誕生した。平成２６年には本校学区の野駄地区に新庁舎を設置
し、市政の拠点となっている。

 「心と体をきたえ、学習と仕事にはげみ、人と自然を大切にする生徒」の育成

目指す生徒像

　１．自分の良さや特性を知り、特性を生かしながら自分の能力を伸ばそうと努力する生徒

　２．将来の夢を持ち、学習・活動・生活の目標を決め、その実現に向けて励み続ける生徒

　３．郷土の特色を知り、郷土と自然を愛し、人と社会にふれ合いながら豊かな心を育む生徒

　４．樹訓「自主　向上　おもいやり」をいつも意識し、「あじみそマモル」を実践する生徒


